
会議音声要約技術

開発者の

ひとこと

昨今の音声認識技術の飛躍的な性能向上により音声要約の実現性が
高まっている。

本研究では、複数話者による自然発話のテキスト化と要約について検討した。

曖昧な自然発話の高精度な書き起こしが可能。

最新のディープラーニング手法に基づく話者識別と音声認識。

議事録作成支援

会議内容のキーワード検索

• 深層ニューラルネットワーク技術の発展により音声認識は実用レベルに近づいています。

• 議事録を自動生成する技術の実現に向け研究開発を進めていきます。

• Transformerを用いたEnd-to-End音声認識アルゴリズム。

• 話者別に多チャネル録音を行い、各チャネルの話者混合音声から「主話者」の声を選択的に
抽出して認識を行う。

提案手法概要

（音声認識）

話者別多チャネル録音

各チャネルに対し
主話者の声を抽出

音声認識

話者ラベル付きテキスト

重要文評価による抽出型要約。

（抽出型要約）

• 音声認識テキストに対し、重要文評価による要約を行う。

抽出例： 話題「リモートワーク」

Tr1 だから文字だけで伝わらないのと一緒でちょっと微妙にニュアンスとかふ雰囲気が伝わらないか
Tr4 それお客さんと話すとかでもそのオンラインで話すときってカメラはもう全部オフなんですか
Tr1 まあオフにすることは多いですね
Tr4 で電話みたいに声だけ
Tr4 あだったらそうですね分かりづらいです
Tr1 ででも顔映ってても一緒ですよやっぱりやっぱり雰囲気って分かりにくい
Tr4 まぁ確かにうーん


